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（別添4)

写真一1

仮設住宅前で野外での

健康相談

写真一2

仮設住宅における

健康相談

写真一3

愛育班による（仮設住宅

に住む）被災者の交流会

保健婦による健康体操
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写真一4

一宮町における

仮設住宅改善事業

写真一5

精神障害者小規模作業所

の開設にむけての検討会

写真一6

津名こころの

ケアセンター

．． 



［新聞記事の転載あり　省略］

'（平成7年） 6月25日 日瞳日 ． 凛万 Eヨ 視 ＇ 円
・（別添5)
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（別添6) 仮設住宅巡回栄養相談記録票

（調査日）平成 年 月 日 （担当栄養士

‘,' 

仮設住宅名

名 前 性別 男 ． 女 年齢 奴

相談項目 l．幼児食 ・離乳食 2．高血圧・糖尿病 3その他成人病（貧血・肥満含む）
4．その他慢性病 (3.4の病名 ） 

5.か ぜ 6．便秘・下痢 7．老人食 8.アレルギー
9．その他（ ） 

問 題 点 問題あり 指導未実施 指導継続中 期問中に改善 期問中に転出

食事づくりの意欲がない

栄養を考える意識がない

栄養の知識が不足している

調理の知識が不足している

食品購入の方法がない

調理器具、設備がない

そ の 他

問題点、指導内容、改善例を具体的に記入すること
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侶LJ添7)
コン0 1つでで専る

簡皐おかずで鱒庫づく ワ 簡単おかずで健康づくり Part2 

～おいしく食ぺて健康に！ ～ 

甑＂．懺鱒大•員から"""に負 19て、立ら上がろうとしている●●にしから

..ll●い●し.kl,．す．

暢に●●鐙竃にお艘●いの讐●におかれ●しては、鱒かと ●不●なことと事じ

皇す．

白晨が鑽く、 コン0も1つ・ •II ●具●が不屋 して拐り、お9• しい尋作り "II

を9ろうと しても．ぅ●く＂れないという●み會よく罵にいたし●す．

そこで、氏●鳳●●＂量●士● ●●では．學●がかからず．お●1つでで9る、

しかも攣●バ'"'ス，，とれた●●"IIを●つか鱒＊・せて1ヽただくことと し●L

た．

●●な"IIです，，で． 一慶幻鼠し下されば●しく 患い●す・ • た、不 '" II な卓

●●‘あり ●したら．“量●に下配，，．．房攣●＊にお●ね下さい．

てふ
今 ・'

ぃR‘

兵庫県諏名保彎所 兵庫県保健環境部 健康課
電話書号 62-0181

糞●●曇●＂鑽●士● ●・

作ってみませんか

かんたんにできる料理集

疇 津名保纏所

濠路プロック栄養士会

罪ヨ咤呻炉・五9,・セ・9F'9可9..,U,.,. tし
唖'’噂．．`i．i..L.'fl"'l':~:!l'ゎ•
1:fir但-
韮迅gg:
むべ3一、:•
•こ
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（別添8)
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ギ
ー
11ぼ
設
住
宅
―
―
-
l
-
i

彩
、
ー
ニ
ニ
％
。
全
県
躙
葦
と
比
ぺ
、
て
い
る
。
．

般
住
宅
三
四
％
、
全
県
一
七
％
仮
設
、

一
般
住
宅
と
も
に
二
倍
躙
董
を
集
計
し
た
県
鴎
額
課

▽
タ
ン
バ
ク
質
＂
同
＝
＝
＝
＝
％
、
前
練
の

高
い
平
と
な
り
、
符
に
は

n
被
災
地
の
栄
養
状
況
ば
、

問
二
七
％
、
同
一
〇
劣
▽
詣
防
仮
設
で
は
タ
ン
バ
ク
質

2
小
足
平
常
時
よ
‘
質
、

量
と
も
に
低

＂
四
二
％
、
同
一
i

＿
七
％
、
同
住
昂
の
割
合
が
三
倍
に
も
上
っ
下
し
て
い
る
と
は
測
で
さ
る
J

神
大
震
災
に
よ
る
＂
神
的
が
あ
る
と
み
ら
れ
、

「こ
こ
ろ
る
神
戸
、
尼
崎
岡

mな
ど
を
除
数
は

一
般
住
宅
が
六
百
九
十

一

便

つ

仕

事

か

ど

う

か

な

ど

四

殴

と

分

析

。

こ

れ

ま

で

の

訪

問

活

メ
ー
ジ
や
IJI填
の
諏
変
な
の
ケ
ア
」
な
ど
に
比
ぺ
て
兄
過
く
六

m七
町

で

実

暉

。

昨

年

七

世

帯

（

六

九

劣

）

、

仮

設

住

宅

が

闊

の

生

活

装

度

別

に

示

し

て

い

動

な

ど

か

ら

、

コ

ン

0
が
一
っ

、
開
害
の
食
生
活
に
も
ご
さ
れ
が
ち
な
被
災
緩
の
食
卓
月
、
仮
設
住
宅
と

一
般
住
宅
の
七
百
五
十
四
世
帯
（
七
五
劣
）
。
る
栄
霙
所
賽
量
と

比

ぺ

、

許

容

し

か

な

い

仮

設

住

宅

で

“

珂

憲

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
冥
情
が
浮
か
び
上
が
っ
て
い
各
千
也
帯
を
無
作
為
抽
出
し
、
県
は
調
葦
票
を
も
と
に
｀
工
範
四
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
ニ

0
％

欲

が

わ

か

な

い

こ

と

や

、

一

人

が

、

兵

暉

県

が

被

災

地

で

る

。

殿

類

、

乳

製

品

、

卵

・

魚

・

肉

ネ

ル

ギ

_

‘

タ

ン

バ

ク

質

、

謡

葵

ら

に

下

回

っ

て

い

る

人

の

暮

ら

し

の

高

齢

寄

ら

が

作

’

置

た
栄
賓
償
取
輝
葦
か
ら
―
―
調
査
は
災
害
叙
助
浪
が
適
用
類
な
ど
の
項
目
別
に
｀

一
日
の
訪
の
三
項
目
の
頂
取
●
を

計

割

合

を

出

し

た

。

さ

し

た

料

珪

孟

塁

（

も

食

ぺ

続

8
、
叩
尽
に
な
っ
た
。
さ
れ
た
十
市
十
町
の

g、
県
頂
取
量
を
ア
ン
ケ
ー
ト
形
式
で
算
。
厚
生
省
が
「
望
声
X
い

頂

そ

2
誓
菩
九
三
年
度
の

全

け

て

食

欲

を

憾

喝

J

せ
る
ケ
ー

省

が

定

畜

慧

要

量

保
堕

m29外
と
な
っ
て
い
答
え
て
も
ら
っ
た
。
有
効
回
答
取
量
」

と

し

て

年

齢

別

、

体

を

県

躙

葦

と

比

ぺ

る

と

▽

エ

ネ

ル

ス

な

ど

が

見

受

け

ら

れ

る

た

．た

さ

な

い

割

合

が

、

全

県

め

●

引

き

続
さ
、
コ
ン

2
つ

象
に
し
た
一
九
九
三
年
度

で

で

さ

名

は

な

お

か

ず

の

作

査

に

比

ぺ

て

ニ

ー

＝

＝

面

の

リ

万

な

ど

受

仮

設
住
宅
を
中

店

っ

て

お

リ

、

と

リ

ゎ

心

に

紹

介

・
店
導
し
て
い
く
。

紋
住
宅
で
匹
薯
．

g
郎
の

が
わ
か
な
か
っ
た
り
食
欲

退
し
た
リ
し
て
い
る
傾
向

仮
設
で

顕

著

ス
ト
レ
ス
や
設
備
問
題

Zヽ>

歪
凜
細

兵庫県調査

不
安
で
貪
欲
減
退
も
た
め
、
実
隈
よ
’
も
差
が
類
馨
ラ
ン
ス
に
欠
い
た
食
生
活
を
し

九＿―
-年
虞
の

g
董
に
携
わ
っ

に
出
て
い
る
と
忠
う
。
そ
れ
に
て
い
た
リ
す
る
の
は
事
実
野

た
仙
貰
鈴
江
・
武
庫
川
女
子
大
し
て
も
、
被
災
者
は
将
来
へ
の
稟
や
カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど
も
不
足

禽
物
栄
慧
科
歎
鰻
の
話
今
不
安
や
心
細
さ
か
ら
食
欲
が
落
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
仮

回
品
章
と
全
県
鯛
憲
と
は
項
ち
て
い
た
り
、
仮
設
住
宅
で
は

g
住
宅
と
一
般
住
宅
と
の
差
に

目
や
デ
ー
タ
の
奴
リ
万
が
濃
つ
貫
い
物
が
不
便
な
こ
と
か
ら
パ
も
注
目
し
て
い
る
。
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ふ
れ
高
い
セ
ン
タ
ー
の

遍
●
は
じ
ま
る

1
1
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
場
と
し
て
活
用
を
1
1

仮
設
住
宅
に
入
居
さ
れ
て
い
る
か

た
が
た
の
ふ
れ
あ
い
と
交
流
の
場
と

し
て
、
仮
設
住
宅
久
留
麻
団
地

っ
ヵ

ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ム
北
側
）
に
設

蹴
さ
れ
て
い
る
ふ
れ
あ
い
セ
ン
・
タ
ー

の
運
営
が
、
十
月

一
日
か
ら
本
格
的

に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営
は
、

老
人
ク
ラ
プ
、
婦
人
会
、
民
生
委
貝

児
童
委
員
協
譲
会
、
社
協
ポ
ラ
ン
テ

ィ
ア
専
門
部
会
、

い
ず
み
会
、
友
愛

訪
問
グ
ル
ー
プ
の

各
種
団
体
と
ポ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー

プ
、
仮
設
住
宅
に

入
居
さ
れ
て
い
る

世
話
人
の
か
た
が

た
が
ロ

ー
テ
ー
シ

ョ
ン
を
組
ん
で
行

っ
て
い
ま
す
。

仮
設
住
宅
に
入

居
さ
れ
て
い
る
か

た
が
た
が
、
お
互

い
に
話
し
合
っ
た

り
、
少
し
で
も
明
る
＜
楽
し
い
生
活

と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
場
に
し

て
い
き
た
い
と
の
願
い
か
ら
、
保
健

婦
・
栄
養
士
に
よ
る
健
康
相
談
、
ま

た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
が
催

す
趣
味
教
室
や
医
師
に
よ
る
心
の
ケ

ア
の
問
題
に
関
す
る
講
演
会
な
ど
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

す
で
に
、
町
内
の
仮
設
住
宅
に
入

居
さ
れ
て
い
る
か
た
が
た
を
対
象
に

栄養相麟を畳ける仮設住宅入愚看の蓄さん

栄讐帽壽のあと栄養貪を試貪

津
名
保
健
所
の
栄
養
士
を
講
師
に
招

き
、
手
間
が
か
か
ら
ず
ぉ
鍋
ひ
と
つ

で
、
し
か
も
栄
養
の
パ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
簡
単
な
料
理
の
講
習
と
試
食
会

を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
征
週
水

暉
日
を
ホ
ー
ム
ヘ
ル
バ
ー
に
よ
る

腱
康
福
祉
相
該
日
と
し
、
血
圧
の
チ

ェ
ッ
ク
や
健
康
に
関
す
る
い
ろ
い
ろ

な
質
問
に
お
答
え
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
器
や
テ
レ
ピ

囲
碁
や
将
棋
な
ど
の
娯
楽
用
具
な
ど

も
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
大
い
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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（別添9)

食生活アンケー ト

［問1は1●以上の方が回答ください。 1か）ヽさなお子さんについてはご父兄の方が記入してください。

問1 被災前と現在を比ぺた場合、あなたが次の食品を食ぺる量に変化がありましたか。該当する番号に〇印を記入して

ください。

食ぺる量が増えた 変わらない 食べる量が減った

I 甘い菓子 I 2 3 

2 大豆製品（豆腐、納豆など） I 2 3 

3 野菜 I 2 3 

4 果物 I 2 3 

5 漬物、塩辛い物 I 2 3 

6 肉類 I 2 3 

7 魚介類 I 2 3 

8 卵類 I 2 3 

， 牛乳、乳製品 I 2 3 

10 濤草 I 2 3 

II 油もの（天ぶら、炒めもの） I 2 3 

［閾2、11113は中学生以.I:の方が国笞ください。】

問2 震災前と現在を比ぺた場合、あなたが次のサーピスを利用する頻度に変化がありましたか。該当する薔号に〇印を
記入してください。

震災前から利用し 震災前から利用し 震災前から利用し 璽総凹は!!J用して 震災前も現在も
ていたが利用する ていたが頻度は変 ていたが利用する いなかつなが利用

利用していない
ことが増えた わっていない ことが減った するようになった

I 外食 1 2 3 4 5 

2 宅配サーピス I 2 3 4 s 

3 持ち帰り弁当 I 2 3 4 s 

そうざい（持ち帰

4 りそのまま食ぺら I 2 3 4 5 
れるおかず）

インスクント貪品
5 レトルト食品 I 2 3 4 5 
冷凍食品

間3 あなたにとって食生活とは次のうちの何ですか．震災前と現在にわけてそれぞれあては
まるものを2つ選び、回答襴に記入してください。

1回答襴】

3-1 震災前
r----------------------------------------------------, ＇ : I 楽しみのためである 5 習慣である ' 

' ! 2 健廣の緯持のためである 6 ファッションである， 
' 3 活力（スクミナ）をつけるためである 7 その他

: 4 空腹を漬たすためである
し—- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - : 

， 
＇ 

3 2 現在.,,_ 
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記事が掲載された主な害籍・雑誌等

図 書 名 刊行時期

協会ニュース 1995. 4. 15 

阪神淡路大震災 1995. 5. 25 

その時看護は

生活教育 1995. 7. 15 

阪神・淡路大震災 1995. 8. I 

における保健婦活動

保健婦雑誌 1995. 9. JO 

全困の保健婦に支え 1995. II 

られて一阪神・淡路

大震災の活動記録一

学会 ・大会・研修会等

学会 ・大会名等

兵庫県看護協会保健

婦職能集会

兵慮県公衆衛生協会

総会・中央研究会

全国地域保健婦学術

研究会

第28回自治体に働く

保健婦の集い

精神保健福祉業務従

事者中国・四国プロ

ック研修会

兵庫県看護協会東播

支部看護研究発表会

兵庫県保険医協会淡

路支部在宅ケア研究

会

保健所保健婦長研修

会

テレビでの放映

発表年月日

1995. 5. 27 

1995. 8. 26 

1995.11.17 

1996. 1. 20 

1996. 2. 2 

1996. 2. 17 

1996. 2.-28 

1996. 3. 14 

3. 15 

放送年月日

1995. 7. 14 

1995. 8. 12 

I 

発 行 所 夕 イ 卜 Iレ

B本呑護協会 いつどこで大震災？実状を阪神に学ぶ

日本看護協会出版社 6町を管轄する保健婦長として

多くの人に支えられた新米保健婦

保健同人社 阪神 ・淡路大震災ーその時、兵窟県の保健

婦活動は一

沐名保健所 阪神・淡路大震災における保健婦活動

医学書院 大規模災苔対策における係健婦の役割

-6町を管轄する保健所の保健婦活動一

阪神・淡路大震災 コーディネートは謹が一被災地リーダー保

保健婦活動編集委貝会 健婦のインタビュー一

巡同縫康相談のリーダーとして

開催場所 テ マ

兵庫県看護教脊センタ 兵瓢県南部地震対策 f地域保健活動現場から

の報告」その時保健婦は・地域保健活動の展

Ill!・そして今地域は
百山記念会館 滋名保健所における被災者に対する食生活改

苦活動について

鳥取県立県民文化会館 阪神・淡路大震災における保健婦活動

大阪府エルシアター 阪神・淡路大震災から 1年を経過して

ー 公衆衛生のこれからの課題を明らかにす

る一

震災直後の実態、活動を通して平常時の保健

婦活動を考える

徳島県眉山会館 阪神・淡路大震災における保健扇活動

明石市立勤労福祉会館 震災後の保健娼活動ー仮設住宅における精神

障害者への援助一

緑町町民センター 仮設住宅における精神障害者への援助

兵庫県民会館 震災から 1年間の保健婦活動
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